
第１学年 算数科 授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）13：40～14：25

授業者：中村 佑

場 所：１年２組教室

１ 単元名 「ずをつかってかんがえよう」

２ 単元の目標 順序数や異種の数量を含む加減の場面，求大や求小の場面についても加減計算が適用できることを理解し，それを用いることができ

るようにする。

３ 本時の指導（２／６）

本時のねらい ・異種の数量を同種の数量に置き換えると，減法が適用できることを理解する。

目指す児童の姿（表現） ・問題の構造を図で表し，表した式が何を意味しているのかを他の児童に説明することができる。

１０１の授業技術 学習活動の流れ 目指す具体的な児童の姿

１ 学習問題を知る。（３分）

２ 学習問題について話し合う。（６分）

３ 問題を図で表す。（８分）

４ 式で表し，「９－７」が表しているもの

について話し合う。（１２分）

５ 答えを確認する。（５分）

６ 減法の適用問題に取り組む。（１１分）

次のように，式の「９－７」が何を意味し

ているのかを他の児童に説明している。

ずをみると，たべたケーキとひとのかずが

おなじになっています。

【子どもの興味を引き出す問題提示】

・教科書の問題から，「（一人）１こずつ」と

いう言葉を除いて提示する。食べ方を話し合

わせる中でこの言葉を引き出し，「同種の数

量への置き換え」を意識させる。

【TCCC で思考を深めるための指導】

・式で表した段階で，「９－７」が表している

ものを話し合いながら，この式で答えが出る

ことを確認する。

【問題の構造を図化する手立てとしての ICT の活用】

・問題の構造である「一対一対応」（＝「置き

換え」）をスクールプレゼンターの「軌跡」

で見せ，図のイメージができるようにする。

ケーキはひとり１こずつだから，「７にん

でたべました」は，「７こケーキをたべまし

た」とおなじだとおもいます。

「９こ」・「７にん」とかいてあるけど，ケ

ーキのかずからひとのかずはひけないとお

もいます。

ケーキが９こあります。７にんでたべま

す。ケーキはなんこのこりますか。 「７」は「７にんがたべたケーキのかず」

だとおもいます。


